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　ひよこは私の好きな動物のうちのひとつです。幼稚園に通っていた時、移動動物園というイベントがありました。
小さな生き物たちと触れ合えるイベントであり、私はそこで生まれて初めてひよこに触りました。毛並みはふわふわ
としていて、足が自分の手に触れたときにチクッとしたのを覚えています。小さなころから私は動物がそこまで得意
ではなかったのですが、唯一ひよこに関しては怖がることなく触ることができました。小学生になり、ひよこが大き
くなると鶏になるということを知りました。子供のころと姿かたちが大きく異なってとても不思議だと今でも思って
います。ただ、見た目は違っていても親子であるということには変わりありません。これは人でも言えることであり、
私と両親は顔や性格が瓜二つというわけではないのですが、一緒に暮らしていると自分は本当に親の子なのだと実感
します。たまにそう思うと自分は今幸せなのだと感じることが出来るのです。


